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醍
醐
寺
第
百
四
世
座
主�

壁
瀬
　
宥
雅

今月の掲載内容

・
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要�

1

・
録
事�

2

・
宗
派
だ
よ
り�

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り�

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

令
和
六
年
十
一
月
六
日
発
行

発
行
所　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
電　
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
一
〇
一

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要

貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
聖
宝
理
源
大
師
に
よ
っ

て
開
創
さ
れ
た
醍
醐
寺
は
、
本
年
千
百
五
十
年
の
正

当
と
な
り
ま
す
。

醍
醐
寺
を
開
か
れ
た
聖
宝
理
源
大
師
は
、
奈
良
東

大
寺
で
ご
修
行
さ
れ
三
論
を
修
め
た
後
、
真
雅
和
尚

に
従
い
真
言
密
教
を
体
得
さ
れ
、
さ
ら
に
山
伏
の
修

行
法
を
真
言
密
教
に
求
め
当
山
派
修
験
道
、
恵
印
法

流
の
基
を
築
か
れ
ま
し
た
。

開
創
千
百
五
十
年
記
念
の
大
法
要
は
、
醍
醐
寺
が

継
承
す
る
べ
き
三
つ
の
法
流
、
顕
教
の
三
論
、
真
言

密
教
の
三
宝
院
憲
深
方
、
修
験
道
の
恵
印
法
流
を
中

心
に
執
り
行
い
ま
す
。

ま
ず
初
日
に
当
た
る
十
四
日
に
は
、
東
大
寺
さ
ま

を
お
迎
え
し
、
金
堂
に
て
「
三
論
」
の
『
竪
義
会
』

を
厳
修
し
ま
す
。

「
修
験
道
」と
し
て
は
二
座
の『
柴
燈
大
護
摩
供
』

を
執
り
行
い
ま
す
。
一
座
目
は
、
初
日
の
十
四
日
に

上
醍
醐
五
大
堂
前
柴
燈
護
摩
道
場
に
て
百
丁
の
法
螺

貝
を
も
っ
て
厳
修
し
、
も
う
一
座
は
、
結
願
日
に
当

た
る
十
八
日
に
下
伽
藍
柴
燈
護
摩
道
場
に
て
厳
修
し

ま
す
。
ま
た
、「
恵
印
法
流
」
と
し
て
、
二
日
目
の

十
五
日
に
金
堂
に
て
『
恵
印
三
昧
耶
法
要
』
を
醐
山

青
年
連
合
会
が
中
心
と
な
っ
て
厳
修
し
ま
す
。

「
真
言
密
教
」
の
法
会
と
し
て
は
、
中
日
の
十
六

日
に
金
堂
に
て
『
庭
儀
舞
楽
大
曼
荼
羅
供
法
要
』
を

厳
修
し
ま
す
。
ま
た
大
法
要
期
間
中
、
三
座
の
『
理

趣
三
昧
法
要
』
を
執
り
行
い
ま
す
。
こ
の
三
座
の
法

要
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
意
義
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
十
四
日
に
は
、
開
山
堂
に
お
い
て
『
如
意
輪

観
世
音
供 
並 

醍
醐
寺
第
一
世
座
主
観
賢
大
徳
千
百

年
忌
』
の
法
要
を
厳
修
し
ま
す
。「
如
意
輪
観
音
」

さ
ま
は
、「
准
胝
観
音
」
さ
ま
と
共
に
開
山
聖
宝
理

源
大
師
が
自
ら
謹
刻
し
祀
ら
れ
た
正
に
開
基
に
纏
わ

る
仏
様
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
観
賢
僧
正
」
は
醍

醐
寺
第
一
世
座
主
で
あ
り
、
後
に
東
寺
の
長
者
を
お

勤
め
に
な
り
、
空
海
上
人
へ
の
大
師
号
下
賜
を
醍
醐

天
皇
に
上
奏
し
、「
弘
法
大
師
」
下
賜
を
得
る
と
い

う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
座
主
で
あ
り
ま
す
。

十
五
日
に
は
、
祖
師
堂
に
て
『
開
山
理
源
大
師
報

恩
謝
徳
』
の
法
要
を
厳
修
し
ま
す
。

十
八
日
に
は
、
金
堂
に
て
『
准
胝
観
世
音
供 
並 

中
興
義
演
座
主
四
百
回
忌
・
第
百
二
世
文
雄
大
僧
正

十
三
回
忌
』の
法
要
を
厳
修
し
ま
す
。「
義
演
座
主
」

は
秀
吉
が
醍
醐
の
花
見
を
し
た
折
の
座
主
で
、
応
仁

の
乱
で
荒
廃
し
た
醍
醐
寺
を
秀
吉
の
お
力
を
借
り
て

見
事
に
再
生
さ
れ
た
、
正
に
中
興
の
祖
で
あ
り
ま
す
。

「
麻
生
文
雄
座
主
」
は
、
平
成
の
時
代
に
二
十
五
年

間
に
亘
り
座
主
職
に
あ
り
『
和
字
説
法
』
を
始
め
多

く
の
著
作
や
『
法
味
鈔
』
な
ど
の
次
第
も
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
能
筆
家
と
し
て
知
ら
れ
多
く
の
書
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
七
日
に
は
金
堂
に
て

『
真
如
苑
』
さ
ま
に
よ
る
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

醍
醐
寺
第
百
一
世
岡
田
宥
秀
座
主
は
「
真
如
密
」
な

る
密
教
の
位
置
づ
け
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
九
年
に
は
真
如
法
流
顕
揚
の
た
め
真
如
三
昧
耶

堂
が
下
伽
藍
に
建
立
さ
れ
相
互
の
縁
は
確
固
た
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
五
日
間
の
法
要
は
、
醍
醐
寺
の
歴
史
と
法

流
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
法

要
の
意
義
を
ご
理
解
さ
れ
、
ご
参
座
い
た
だ
け
れ
ば

幸
甚
と
存
じ
ま
す
。
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▼
僧
階
昇
補

　
　

本
宗
籍

七
月
八
日

　
　
　
　

大
律
師　
　

宮　

崎�

桑
井　

大
豪

八
月
二
十
八
日

　
　
　
　

大
僧
正　
　

京　

都�

宮
野　

英
順

　
　
　

権
中
僧
正　
　

京　

都�

宮
野　

隆
聖

九
月
二
十
一
日

　
　
　

権
大
僧
正　
　

北
海
道�

荻
原　

隆
朝

▼
住
職
・
主
管
者
任
命

七
月
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

大
善
寺�

朝
岡　

弘
道

八
月
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

正
覺
院�

朝
岡　

弘
道

八
月
二
十
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

常
光
院�

萩
原　

敏
弘

▼
責
任
役
員
任
命

七
月
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

大
善
寺�
朝
岡　

龍
子

�
松
浦　

由
美

八
月
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

正
覺
院�
神
谷　
　

浩

�
神
谷
三
根
子

八
月
二
十
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

常
光
院�

萩
原　

邦
弘

八
月
二
十
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

大
照
寺�

丸
田　

賢
一

�

丸
田　

ト
キ

九
月
一
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

十
輪
院�

橋
本　

純
信

�

橋
本　

真
紀

　
　
　

奈　

良　
　
　

東
福
寺�

橋
本　

純
信

�

村
岸　

紫
洸

九
月
三
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

東
福
寺�

村
岸　

紫
洸

�

橋
本　

純
信

　
　
　

奈　

良　
　
　

弘
命
寺�

谷　
　

道
子

�

森
本　

昭
子

　
　
　

奈　

良　
　
　

來
迎
院�

柿
坂　

匡
孝

�

横
谷　

隆
仁

　
　
　

新　

潟　
　
　

金
剛
院�

松
田　

智
子

�

小
林
ミ
ヤ
子

�

小
林　

祐
子

九
月
四
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

千
光
寺�

榮　
　

富
也

�

田
中　

逸
好

�

大
塚　

静
遍

�

寺
内　

一
雄

　
　
　

奈　

良　
　
　

教
弘
寺�

長
田　

光
彦

�

髙
塚　

雅
夫

九
月
八
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

大
龍
寺�

小
野　

正
澄

�

津
司　

堯
現

九
月
十
二
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

実
相
寺�

小
笹　

文
麿

�

小
笹　

朋
惠

　
　
　

兵　

庫　
　
　

正
覚
院�

佐
用　

泰
子

�

佐
用　

祥
瑞

九
月
十
三
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

大
行
院�

安
浪　

順
一

�

宮
田　

広
幸

九
月
十
五
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

善
光
寺�

山
田　

泰
信

�

大
道　

真
希

九
月
十
七
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

不
動
院�

小
野
ひ
ろ
子

�

小
野　

良
子

�

小
野　

俊
一

九
月
二
十
二
日

　
　
　

徳
島
（直）　
　
　

大
教
院�

坂
野　
　

崇

�

坂
野　

育
子

九
月
二
十
五
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

明
王
院�

北
村　

亮
三

�

本
間　

亮
善

九
月
二
十
六
日

　
　
　

高
知
（直）　
　
　

観
音
寺�

小
角　

隆
元

�

大
原　
　

民

�

三
谷　

祥
元

�

小
角　

隆
幸

�

小
松　

千
年

�

竹
内　

海
渡

九
月
二
十
八
日

　
　
　

北
海
道
（直）　
　

薬
王
山
遍
照
院

�

服
部　

悦
子

�

永
沼　

淳
子

�

道
言　

幸
子

�

石
橋　

真
治

�

龍
見
む
つ
子

▼
総
代
委
嘱

七
月
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

大
善
寺�

舟
橋
健
二
郎

�

松
浦　

誠
明

�

朝
岡　

清
光

八
月
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

正
覺
院�

神
谷　
　

智

�

神
谷　

安
子

�

神
谷　

和
伸

八
月
二
十
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

常
光
院�

松
永　

恒
男

�

坂
堂　

正
生

�

川
島　
　

豊

八
月
二
十
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

大
照
寺�

丸
田
由
美
子

�

丸
田　
　

満

�

宇
野
美
智
子

九
月
一
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

十
輪
院�

増
尾　
　

朗

�

上
垣　

博
俊

�

南　
　

信
嘉

　
　
　

奈　

良　
　
　

東
福
寺�

佃　
　

正
義

�

新
家　

久
雄

�

中
西　
　

昇

九
月
三
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

東
福
寺�

定
師　

博
之

�

市
井　

清
司

�

坂
本　

佳
弘

　
　
　

奈　

良　
　
　

弘
命
寺�

大
谷　

哲
生

�

森
本　
　

明

�

福
嶋　

慶
司

　
　
　

奈　

良　
　
　

來
迎
院�

水
口　

昇
嗣

�

中
谷　

敏
明

�

宮
脇　

博
和

　
　
　

新　

潟　
　
　

金
剛
院�

五
十
嵐
良
孝

�

小
林　

京
子

�

小
林　
　

徹

九
月
四
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

千
光
寺�

大
塚　

知
明

�

應
田　

博
康

�
松
川　

武
司

　
　
　

奈　

良　
　
　

教
弘
寺�
長
田　

政
一

�
長
田　

春
男

�
辻
野　

哲
治

九
月
七
日

　
　
　

広　

島　
　
　

永
明
寺�

楠　
　
　

薫

九
月
八
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

大
龍
寺�

佐
々
木
博
康

�

中
村　

五
男

�

石
川　

泰
養

�

田
中
佐
和
子

�

佐
々
木
秀
子

録
　
事

九
月
十
二
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

実
相
寺�

上
村　

瑞
恵

�

小
笹　

祐
子

�

松
澤　

教
恵

　
　
　

兵　

庫　
　
　

正
覚
院�

佐
用　

雅
弘

�

佐
用　

晴
子

九
月
十
三
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

大
行
院�

菅
原　

昌
男

�

野
上　

資
朗

�

隈
元　

俊
夫

九
月
十
五
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

善
光
寺�

小
橋　

輝
男

�

高
田　

由
彦

�

岡
本　

文
博

�

高
永　

正
夫

�

大
西　

義
光

九
月
十
七
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

本
覚
寺�

桑
原　

榮
子

　
　
　

新　

潟　
　
　

不
動
院�

中
村　
　

茂

�

中
村　

正
志

�

髙
坂　
　

勉

　
　
　

三
河
西
部　
　

千
手
院�

大
嶽　

幸
廣

九
月
十
九
日

　
　
　

熊　

本　
　
　

本
蔵
院�

佐
々
野
史
乃

�

濱
川　

香
乃

�

丸
山
小
夜
華

九
月
二
十
二
日

　
　
　

徳
島
（直）　
　
　

大
教
院�

上
野　

泰
弘

�

北
村　
　

淳

�

古
川　

眞
介

九
月
二
十
四
日

　
　
　

熊　

本　
　
　

常
楽
院�

佐
澤　

生
子

�

佐
澤　
　

毅

�

佐
澤　

惇
生

九
月
二
十
五
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

明
王
院�

北
村　

文
子

�

北
村　

延
子

九
月
二
十
六
日

　
　
　

高
知
（直）　
　
　

観
音
寺�

小
松　

幸
代

�

大
原　

孝
敏

九
月
二
十
八
日

　
　
　

北
海
道
（直）　
　

薬
王
山
遍
照
院

�

滝
沢　

明
美

�

道
言　

幸
子

�

山
本　

絹
代

�

石
川
レ
イ
子

�

龍
見　

竜
也

�

櫛
田
富
美
子

�

窪
田
か
よ
子

�

石
橋　

真
治

�

龍
見
む
つ
子

�

永
沼　

淳
子

�

服
部　

悦
子

�

対
馬　

妙
子

�

滝
沢　

知
子

▼
承
認
・
証
明

八
月
二
十
日

　
　
　

東　

京�

橋
本　

紘
彰

�

転
入
承
認
の
件
（
真
言
宗
豊
山
派
よ
り
転
入
）

九
月
十
日

　
　
　

広　

島　
　
　

大
山
寺

�

土
地
購
入
承
認
の
件

九
月
二
十
一
日

　
　
　

山　

口　
　
　

光
福
寺

�

規
則
変
更
承
認
の
件

　
　
　

大　

阪�

小
松　

優
人

�

転
派
承
認
の
件
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
へ
転
派
）

九
月
二
十
五
日

　
　
　

愛　

媛　
　
　

東
禅
寺

�

財
産
処
分
承
認
書
下
付
の
件

▼
死
亡

八
月
十
九
日

　
　
　

山　

口　
　
　

少
僧
正�

中
村　

善
明
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3

『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議　

第
三
回
第
一
連
絡
会
お
よ
び

　

第
一
連
絡
会
・
第
三
連
絡
会
・
第
六
連
絡
会
合
同
研
修
会

　

令
和
六
年
九
月
十
八
日（
水
）　　

午
後
一
時　
　
　
　
　
　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
聞
法
会
館
三
階

親
授
式

　

令
和
六
年
九
月
二
十
九
日（
日
）　

午
前
十
一
時　
　
　
　
　

三
宝
院
本
堂

　
　

新
住
職

　
　
　

愛
知
県　
　

大
善
寺
・
正
覺
院　
　

朝
岡
弘
道 

師

　
　
　

愛
知
県　
　

常
光
院　
　
　
　
　
　

萩
原
敏
弘 

師

　
　

大
僧
正
位
階
荘
厳

　
　
　

北
海
道　
　

弘
法
寺　
　
　
　
　
　

黒
岩
聖
款 

師

理
性
院
流
許
可
灌
頂
お
よ
び
太
元
護
摩
伝
授

　

令
和
六
年
九
月
八
日（
日
）、
九
月
九
日（
月
）　　
　
　
　
　

醍
醐
寺

　
　

伝
授
大
阿
闍
梨
：
醍
醐
寺
座
主　

壁
瀬
宥
雅 
大
僧
正

　
　

九
月
八
日（
日
）　

許
可
灌
頂
入
壇
者　
　

十
四
名
、　
伝
授
受
者　

二
十
七
名

　
　

九
月
九
日（
月
）　

許
可
灌
頂
入
壇
者　

二
十
九
名
、
伝
授
受
者　

五
十
一
名

豊
国
忌

　

令
和
六
年
九
月
十
八
日（
水
）　

午
前
十
一
時　
　
　
　
　
　

弥
勒
堂

醍
醐
寺
文
書
聖
教
国
宝
追
加
指
定
調
査

　

令
和
六
年
九
月
十
六
日（
月
・
祝
）
～
九
月
二
十
一
日（
土
）　
霊
宝
館

　
　

佐
藤
健
治 

氏　
　
　

岡
村
一
幸 

氏　
　

宮
田
直
樹 

氏　
　

青
木
貴
史 

氏

　
　

山
岡
史 

氏　
　
　
　

永
村
眞 

氏　
　
　

藤
井
雅
子 

氏　
　

飯
田
晶
子 

氏

　
　

関
口
真
規
子 

氏　
　

西
弥
生 

氏　
　
　

坪
内
綾
子 

氏　
　

佐
藤
亜
莉
華 

氏

　
　

大
松
さ
や
か 

氏　
　

松
島
彩
華 

氏　
　

姜
錫
正 

氏　
　

　
　

東
京
大
学
大
学
院
生
一
名　
　

日
本
女
子
大
学
生
四
名

　
　

撮
影　

長
谷
川
政
美

秋
季
彼
岸
会

　

令
和
六
年
九
月
十
九
日（
木
）　　
　
　

午
前
十
時　
　
　
　
　

開
白
法
要　

弥
勒
堂　

墓
参

　

令
和
六
年
九
月
二
十
二
日（
日
・
祝
）　

午
前
十
時
三
十
分　
　

中
日
法
要　

観
音
堂

　

令
和
六
年
九
月
二
十
五
日（
水
）　　
　

午
前
十
時　
　
　
　
　

結
願
法
要　

弥
勒
堂　

墓
参

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写

し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）。

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類

の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
詳
細
は
、真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び

に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員

及
び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
任
期
満
了

に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

既
に
宗
費
賦
課
金
の
請
求
書
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
宛
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
ご
ざ
い
ま
す
場
合
は
、
お
早
目
の
納
付
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
事
業
義
納
金
や
各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗

務
本
庁
財
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

教
学
部
よ
り

寺
庭
の
つ
ど
い
・
准
教
師
講
座
お
よ
び
教
学
研
修
会

　

令
和
六
年
十
二
月
十
四
日（
土
）

　
　

法　
　

話
：
真
言
宗
醍
醐
派
管
長　

壁
瀬
宥
雅 

大
僧
正

　
　

特
別
講
演
：
大
本
山
石
山
寺
座
主　

鷲
尾
龍
華 

僧
正

梵
字
悉
曇
伝
授　

第
二
会

　

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日（
火
）
～
十
二
月
十
八
日（
水
）　

研
修
棟
（
Z
o
o
m
受
法
可
）

　
　

伝
授･

悉
曇
阿
闍
梨
：
種
智
院
大
学
副
学
長　

児
玉
義
隆 

僧
正

　
　

※
ま
だ
受
法
の
お
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。 

伝
法
灌
頂
開
壇

　

令
和
六
年
十
二
月
二
十
三
日（
月
）

　
　

※
入
壇
希
望
の
方
は
教
学
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

醍
醐
オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル
「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ 

こ
こ
ろ
の
修
行
体
験
」

　

令
和
七
年
三
月
八
日（
土
）、　

同
年
五
月
十
日（
土
）

　

教
学
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
ご
要
望
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
地
で
の
開
催
希
望
の
場
合
は
宗
務
所
単
位
や
、
あ
る
程
度
の
参
加
人
数
で
の

ご
相
談
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
千
家
献
茶
式

　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日（
水
）　

午
前
十
時
三
十
分

秋
期
夜
間
拝
観

　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
二
日（
金
）
～
十
二
月
一
日（
日
）　　
　
　
醍
醐
寺
伽
藍

醍
醐
寺
霊
宝
館
秋
期
特
別
展

　

令
和
六
年
十
月
十
二
日（
土
）
～
十
二
月
三
日（
火
）　　
　
　
　
　
霊
宝
館
本
館
・
平
成
館

　
　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
記
念
『
文
化
財
の
継
承
』

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

宗
派
だ
よ
り

お申し込みは
　こちらから→

修
験
伝
法
教
校
日
程
延
期
に
伴
う
お
知
ら
せ

　

十
月
十
一
日（
金
）
～
十
五
日（
火
）
に
開
校
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
伝
法
教
校
を
、

左
記
の
日
程
に
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
数
学
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　
　

程
：
令
和
六
年
十
二
月
五
日（
木
）
～
十
二
月
九
日（
月
）

　

集　
　

合
：　
　
〃　

十
二
月
五
日（
木
）　

午
後
一
時

　

解　
　

散
：　
　
〃　

十
二
月
九
日（
月
）　

午
後
三
時
頃
（
予
定
）

　

申
込
締
切
：　
　
〃　

十
一
月
十
五
日（
金
）
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土
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式
会
社

伝法灌頂のお知らせ
日　程：令和6年12月21日（土）～ 24日（火）
集　合：12月21日（土）　17：00　醍醐寺修証殿
開　壇：12月23日（月）
解　散：12月24日（火）　16：00頃
入壇料：300,000円（支具料、食事代、諸費用含む）
申込締切日：令和6年12月10日（火）
衣　体：黒衣、如法衣

［お問い合わせ／お申し込み］総本山醍醐寺　教学部
TEL：０７５-５７１-０００２　FAX：０７５-５７１-０１０１

令和７年神変宗派だより１月号
年賀名刺広告募集

○掲載協賛金
　・Ａサイズ（タテ 13cm×ヨコ 9.2cm）	 30,000円
　・Ｂサイズ（タテ 6.5cm×ヨコ 9.2cm）	 15,000円
　・Ｃサイズ（タテ 6.5cm×ヨコ 4.6cm）	 10,000円
○記載事項
　①郵便番号　②ご住所　③寺院名または教会名　④ご芳名
　⑤公職　⑥電話・FAX番号　⑦メールアドレス等
○申し込み方法
　�11月20日までにお問い合わせの上、広告原稿は楷書で郵便

または、ＦＡＸにてお申込みください。
○送付先
　　真言宗醍醐派宗務本庁　年賀名刺広告係まで


